	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成２５年５月８日（水）午前１１時０５分

	閉会日
	平成２５年５月８日（水）午前１１時５０分

	場所
	長久手市役所西庁舎２階  第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　木村さゆり　　

副委員長　　原田秀俊
委　　員　　すえ規代　　川本勝幸　　加藤　武
　　　　　　伊藤祐司　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　田一平
企画部長兼市民協働課長　水野正志　
企画政策課長　加藤正純

同課補佐兼経営管理係長　飯島　淳
総務部長　川本　忠

同次長兼人事課長　山下幸信
人事課人事係長　正林直己
　　　　　　　　　　　　
消防長　水野悟
消防本部総務課長　寺島一裕

消防署長　髙木厚志　　　　　

　　　

計１０人
　　　 

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　加藤和男
議会事務局長　野田和裕
局長補佐　貝沼圭子

専門員　山田伸恵

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言
副議長　　　　挨拶
市長　　　　　挨拶

議案第37号

企画政策課長　議案第３７号　長久手市部設置条例の一部を改正する条例について
説明

すえ委員　　　たつがある課は特命事項を担当する独立した課だったが、うまくいか
なかったのか。
企画政策課長　たつがある課は、地域共生ステーション等の特命事項を進めてきたが、
地域や自治会組織の参加が重要で、その所管は市民協働課であり、組織
の縦割りの弊害があった。横断的に市民と連携強化できるようくらし文
化部へ編入した。
加藤委員　　　くらし文化部に産業緑地課を編入した理由は何か。生涯学習課、文化
の家を教育委員会からくらし文化部に編入するのはなぜか。
企画政策課長　産業緑地課を建設部としているところは少ない。田園バレー事業、公
園の管理は市民協働でやりたい。そのためにくらし文化部に編入した。
生涯学習課、文化の家については、義務教育ではなく、個々または、団
体の活動なので、くらし文化部に編入した。
加藤委員　　　教育委員会で特に問題があったのではないのであれば、教育委員会に
あっても、市民協働はできるのではないか。
企画政策課長　例えば、市長部局と教育委員会において、同じような講座を行うこと
があるなら、同じ部にし、調整を取りやすくした方が、効率的と考えた。
加藤委員　　　くらし文化部の部長は所掌事務が広範であると思うがどうか。
企画政策課長　事務的ボリュームがある。
川本委員　　　表紙を変えて中身が変わらずでは困る。心構えをして変えていこうと
いう意気込みはあるか。
企画政策課長　組織再編について、要点を職員に伝え、機能させる。
川本委員　　　地域共生ステーションの会議に参加するが、参加者は同じである。市
民への周知はきちんとできているか。
企画政策課長　地域共生ステーションなどのこれからのまちづくりは、市役所主導で
はなくではなく、市民の関わり方が大切である。市民や団体とどうまち
づくりを進めるのかを考えていきたい。
加藤委員　　　市長公室の政策秘書課は何をするのか。
企画政策課長　市長政策に関することや、市長の思いを直接ここで受け、総合計画や
まちづくり行程表等の総合調整や秘書を担当する。
加藤委員　　　特命事項は何名配置か。
総務部長　　　人数割を今後調整していく。
丹羽委員　　　先程の本会議で、市民の声を聞こうにも、会議は同じような方が参加
され、一部の市民の声しか聞けないという答弁があったが、この編成に
よって多くの市民の意見が聞けるようになるのか。
市長　　　　　市民、職員、まちづくりの勉強会を行い、力をつけていきたい。
丹羽委員　　　市長のあいさつ運動など、思いつきの施策が多い、具体的な施策がな
いままで、編成するのはおかしいとの市民の声を聞くがどうか。
市長　　　　　５０年間、役所が主導し、市民がついてきたという意識を改革するこ
とを踏み台として施策を進めていきたい。
原田委員　　　最大の問題は、予算を作成した後で、組織を再編することである。部
をまたいだ流用をするのか。平成２４年度は、市民協働課があるのに、
たつせがある課を設置した。今回の再編では、たつせがある課に市民協
働課を編入することに矛盾を感じないか。
総務部長　　　予算は執行担当課が変わるだけで、流用ではない。
原田委員　　　くらし文化部のたつせがある課で、観光、自治体交流及び国際交流が
できるのか。国際交流は地域の問題とは少し異なるがどうか。たつせが
ある課が受け持って将来の形ができるのか。
総務部長　　　市民協働課の男女共同参画、国際交流もたつせがある課で行う。市民
協働課の事業をたつせがある課にもっていく。
伊藤委員　　　かつて、税務、収納課を総務部から、市民生活部に移した際に、議会
では、総務部に残すべきとの議論をした。今回は、その逆であるので説
明を求める。
企画政策課長　平成２０年の組織変更で、総務部から市民生活部に移動したが、今回
の再編では、総務部は金庫番的存在で、財政、税に関しては、総務部と
した。人事権は、行政経営部へ移した。
質疑及び意見を終了

討論

（反対討論）
原田委員　　　平成25年度予算はすでに成立しその際に組織編成があることの説明　　　　　

はなかった。今回の提案は、あらゆる所での市長の発言と行動のかい離
が大きい。議会等とも協議し、新しい予算も考えながら進めるべきと考
え反対討論とする。
（賛成討論）　
すえ委員　　　改正時の先行きの不安はある。生涯学習課、文化の家は教育委員会に
所属することが不自然だと思っていたので、前向きなことと判断し賛成
する。
（賛成討論）　
川本委員　　　今回の組織再編により横のスクラムをしっかりと組み、組織が取り組
むことで市民のためになること期待して賛成したい。
議案第３７号　長久手市部設置条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第３７号は賛成多数にて原案のとおり可決

　議案第３８号
人事課長　　　　長久手市職員定数条例の一部を改正する条例について説明
加藤委員　　　　消防部局９人増員の理由は何か。
消防本部総務課長　現場の初動体制強化、火災予防体制の強化のため増員した。現場
の初動体制強化は、指揮、安全管理等を副署長一人で行っているが、
２人増員し他３人体制で行う。消防は３当番制で体制を組むため、２
人×３当番の６人増加となった。また、予防要員は、大規模な防火対
象物が増えているので本部要員をふくめた３人を増加し、合計９人の
増とした。
加藤委員　　　　火災出動、救急出動はそれぞれ何名か。
消防署長　　　　建物火災は１２名から１３名である。救急は、救急車乗車の３名と、
消防隊１隊３名から４名の合計６名から７名である。
加藤委員　　　　署員の充足率の変化はどうなるか。

消防本部総務課長　車両に対しての充足率は、現在５６％。９名の増員で６４％となる。
原田委員　　　　共同指令センターに４名配置しているが、定数に含むのか。
消防本部総務課長　含む。

人事課長　　　　先程の本会議の質疑であった、市民１万人に対する職員数について
は、一般行政部門で、平成２４年４月現在２７４人、５４．９８人。
今回の組織変更で、一般行政部門３０６人、６１．６人となる。
原田委員　　　　給食センターの調理作業員は、正規職員の補充がないが、今後の対
応はどのようか。
人事課長　　　　再任用、臨時的任用職員で対応し、正規職員補充の計画は現在のと
ころない。
原田委員　　　　現在の５人の正職員が退職したら、正職員はなしか。
人事課長　　　　今後、全て臨時的任用職員で行くか、別の方法で行くかは、教育委

員会が決めていく。
加藤委員　　　　消防部門９名増員分の採用はどうなっているか。地元職員を優先し
て採用できないか。
人事課長　　　　市内外問わず、優秀な人材の確保に努めたい。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

議案第38号　長久手市職員定数条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第38号は、原案のとおり可決
委員長　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
閉会宣言
　午前１１時５０分　終了
　
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２５年５月８日

総務委員会委員長　木村さゆり
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